平成27年度　第１回　富山県公共事業評価委員会の概要
１　日　 時　　平成27年7月22日（水）　10:00～12:00

２　場　 所　　富山県庁４階大会議室
３　出席者　　長尾委員（会長）、野尻委員、上坂委員、江幡委員、髙田委員、手計委員、眞岸委員

４　審議内容（重点審議対象箇所について、パワーポイントで説明）
【土木部事業】（加藤次長）　重点審議対象５件
【農林水産部事業】（永森参事）　重点審議対象０件
【土木部説明に対する主な意見】
○国道415号　富山東バイパス

（委員）
· 費用便益比B/Cの算出について、マニュアル改定により原単位が変わったとの説明があったが、以前の原単位で計算をしたらどうなるのか。B/Cが3.6から1.1となっており、それ自体が悪いと言っている訳ではないが、同じ原単位の方が比較しやすい。　
⇒ ここで計算結果を持ち合わせていないが、マニュアルの改定で走行時間短縮便益が３～４割程度小さくなっている。また、将来交通量も見直しており、その２つの要素でB/Cが3.6から1.1となっている。いずれにしても、算出の仕方については整理したい。
○鴨川水系鴨川
（委員）

· 鴨川放水路の流量配分図を見ると、現川の7㎥/sは現川の流下能力にあわせているという認識でよいか。また、放水路部分で24㎥/s⇒27㎥/sに増えているが、途中で流入はあるのか？

⇒ 現川の流下能力は7㎥/s程度だが、分水部分で24㎥/sを全量カットし、分水部下流の残流域における流入量7㎥/sを現川で流下させる計画としている。
（委員）

· 了解した。なお、昨年の魚津豪雨は局所的な豪雨であり、ＸRAINのデータ等でゲリラ豪雨の状況を視覚的に説明すれば、河川事業の必要性の説明に効果的だと思う。

【注：ＸRAIN】国土交通省により整備が進められている最新式レーダ「XバンドMPレーダ」による気象観測網の通称で、2010年7月に試験運用開始。従来のレーダに比べ雨量の推定精度が高いため、局地的な豪雨(ゲリラ豪雨)の早期発見・監視を担うものとして期待されている。

（委員）

· 鴨川放水路について、昨年も浸水被害が発生したこともあり、緊急性が高く、地元の要望も強いとのことで、事業の必要性は十分にわかるが、進捗率が低いのはなぜか。今後１５年かかるということだが、工期を短縮することは出来ないのか。

⇒ 放水路は地中に設置するため、「土留矢板打設」→「薬液注入」→「腹起こしを設置しながら掘削」
→「上下２分割ボックス敷設」→「埋戻し」という一連の工程を踏む必要があり、工事には一定の期
間を要する。また、施工中においては、道路は通行止めにする必要があるが、近隣住民や商店に配慮
し、年末の商繁期には工事を終えるよう、施工期間を基本的に４月～１２月の間としていること、ま
た、通行止めにともなう近隣住民や商店の出入りの影響を小さくするよう、施工延長を短くしている
ことから、全体の工期をさらに短くするのは難しいと思うが、工夫していきたい。
⇒ 暫定吐口からあいの風鉄道までの一連区間の放水路は、平成２８年度までに完成させたいと考えている。

⇒ 放水路の整備効果の早期発現を図るため、一部地区の雨水排水について、既存の排水路から放水路に取り込み、暫定吐口から富山湾へ放水している。また、平成２９年度には、別の（上流の一部）地区の雨水排水を放水路に排水することとしている。
（委員）

· さらに早期に効果を発現できないのか。一日でも早く完成させるため対応策はないのか。

⇒ 厳しい財政状況の中、鴨川については重点投資をしてきているが、更なる重点投資となると、県全体の他の河川整備も重要箇所が多いため、河川事業全体の予算を増やさないと難しい。
（委員）
· 鴨川は片貝川から取水している農業用排水路だったと認識している。水田からの排水が流入していると思うが、昨今、休耕田が多くなってきていると思う。水田はゲリラ豪雨の際には、雨水の流出を一時的に遅らせる効果があり、土木分野ではないとは思うがゲリラ豪雨対策として休耕田をなんとかする等できればよいのでは。

⇒ 鴨川に限定した話ではないが、浸水被害があった箇所については地元市が主体となって緊急浸水対策計画の策定をしており、県も補助している。河川整備には時間を要するので、早期対策として雨水排水路との連携や、例えば富山市（（旧）婦中町）では学校のグラウンドに雨水を貯留させるなど、県・市などが連携して浸水対策をとることとしている。
○神通川左岸流域下水道
（委員）

· 小規模な農村下水道等を統合するとのことだが、一般住民にとって農村下水道を利用していたときよりも、流域に入ったときの方が料金的に有利になるのか。

⇒ 各市町村では、条例により料金を設定しており、農村下水道と公共下水道（※）で料金が変わることはないと思われる。（※公共下水道から流域下水道へ接続）
⇒ 各々のエリアで処理する初期段階では、農村下水道の手法はきわめて有効だったと思うが、上流まで管渠がきた段階で流域下水道に接続すると、（まとめて処理する）スケールメリットが生まれ、維持管理費用についても相当低減されると思われる。
（委員）

· 処理施設の統廃合は、将来的に非常にメリットのあることだと思う。

【農林水産部説明に対する主な意見】
（委員）
・ 再生可能エネルギーの地域利用を専門としているので聞くが、地域の木質バイオマスを利用しようとした時、今は、伐採など山の施業はほとんど森林組合が担っているため、地域に林業のノウハウがなくなっているところが多い。山を再生しようとした時に、機材はもちろん、技術がなくてできない。

・ これから山をやっていこうと考えている若者達に、山の手入れの仕方を講習するための補助金等、公共的な観点からの資金支援について考えていただきたいと思っている。

⇒ 林業は10年、20年～50年単位で山の木を太らせている。植林から、下草刈り、間伐をしながら、収入を得られるまで長期間かかるため、林家といわれる方は非常に少なくなっている状況。

⇒ 現在は、森林組合で、皆の山を皆で守ろうということになっているが、そこには若い人が入ってきており、森林組合の平均年齢は若返っている。非常に頼もしいことだと思っている。林業について学んでもらうため、機械等の講習会も行っている。

（委員）
・ 農業や林業等は、自分達の生活環境を守るうえでも大事な分野だが、ＴＰＰ問題や生産性の問題となると、どうしても離れていってしまう。人口減少で中山間地域の居住者も少なくなっているなか、将来的には、自然を上手に活用する今までの体制が崩れていくのではないかと危惧される。

・ そんな中、野生鳥獣から農作物を守るための電気柵で大変な事故が起きた。今までは、必要なことに補助していただけだが、今後は、野生鳥獣の適正な個体管理の方法や、農業等の被害防止対策、安全対策など、社会全体としてどうしていくかということにもう一歩踏み込んでいただければ、公共事業の意味ももっと出てくるのではないかと感じている。

⇒ 鳥獣害対策の電気柵に関して、富山県の状況を説明させていただくと、富山県では100Vの家庭用電力で電気柵をしているところはほとんどない。自動車用バッテリーやソーラーの自家発電でやっているところが多く、触れても高電圧で微量の電流が流れるだけで、あのような大惨事になるとは想像できなかった。なお、以前に事故があった時も、全国的に注意喚起をしていたところである。
